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 分担研究報告書 
 

テーマ：情報セキュリティに関する業務を担う可能性のある医療系専門職の調査 
 

研究代表者 武田理宏 国立大学法人大阪大学大学院医学系研究科 医療情報学 教授 

研究分担者 鳥飼 幸太 群馬大学医学部附属病院 システム統合センター 准教授 
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研究要旨 

本研究班では、研究開始当初、情報セキュリティに関する業務を担う可能性のある医療系専門職と

して、医療情報技師、診療放射線技師、臨床工学技士を想定した。本研究では、他に情報セキュリテ

ィに関する業務を担う可能性がある医療系専門職を研究班内で議論を行い、対象となった専門職の教

育カリキュラムについて、調査を行った。 

情報セキュリティに関する業務を担う可能性がある医療系専門職として診療情報管理士が候補とし

て挙げられた。診療情報管理士の教育カリキュラムとして、医療情報システムと情報セキュリティが整備

されており、医療機関の情報セキュリティ対策を担う素養を持った人材であると言える。一方情報セキュ

リティに対する教育は、総論的、基本的な内容にとどまり、情報セキュリティ対策の実務を担うには、追

加の教育や資格、試験の保有が必要であると考えられた。 

Ａ．研究目的 

安全な地域医療の継続性確保に資する医

療機関における情報セキュリティ人材の育成と

配置に関する研究では、安全・安心な地域医

療を継続的に維持確保するために必要な保健

医療福祉分野の特性を理解した情報セキュリ

ティ人材の育成とキャリア形成、適材配置、協

働体制整備に必要な教育カリキュラム、キャリア

デザイン、適材配置計画、協働体制制度等の

策定を目的とし、関係する省庁・学会・業界団

体等と連携しながら調査・試作・検証・評価等を

行うことをも目的としている。 

本研究班では、研究開始当初、情報セキュリ

ティに関する業務を担う可能性のある医療系専

門職として、医療情報技師、診療放射線技師、

臨床工学技士を想定した。本研究では、他に

情報セキュリティに関する業務を担う可能性が

ある医療系専門職を研究班内で議論を行い、

対象となった専門職について、情報セキュリテ

ィに関する教育状況について、確認することを

目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

1. 情報セキュリティに関する業務を担う可能性

がある医療系専門職 

情報セキュリティに関する業務を担う可能性

がある医療系専門職について、研究班内で議

論と情報セキュリティ人材に関するアンケート調

査から、候補となる医療系専門職を決定した。 

 

2.候補となった医療系専門職の情報セキュリテ

ィに関する教育状況の調査 

候補となった医療系専門職について、Web

や教科書を用いて教育状況の調査を行った。 
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Ｃ．研究結果 

1. 情報セキュリティに関する業務を担う可能性

がある医療系専門職 

研究班で情報セキュリティに関する業務を担

う可能性がある医療系専門職について議論を

行った。診療情報管理士は医療機関の診療記

録を管理しており、電子カルテの普及により、

電子カルテの特性を理解している人材が多い

ことから、情報セキュリティを担う人材と候補と考

えた。そこで、診療情報管理士を企画、運営し

ている一般社団法人日本病院会に研究協力

依頼を行い、承諾をいただいた。研究班では、

診療情報管理士の他に、候補となる医療系専

門職は挙がらなかった。 

情報セキュリティ人材配置に関するアンケー

ト調査を行い（分担研究報告、情報セキュリティ

人材配置に関するアンケート調査参照）、他に

候補となる医療系専門職がないか検討した。 

アンケート調査はWeb形式で行われ、643施

設から回答が得られた。回答施設で、医療情

報システム安全管理責任者（521 名）が保有す

る医療系国家資格は、医師・歯科医師が 267

名、看護師・助産師・保健師が 2 名、薬剤師が

5 名、診療放射線技師が 8 名、臨床検査技師

が 5 名、臨床工学技士が 5 名、その他が 8 名

であった。医療情報システムの情報セキュリティ

事案の担当者が保有する国家資格は、医師・

歯科医師が 23 名、看護師・助産師・保健師が

15 名、薬剤師が 5 名、診療放射線技師が 13

名、臨床検査技師が 9 名、臨床工学技士が 3

名、その他が 18名であった。 

診療情報管理士は、医療情報システム安全

管理責任者 521 名のうち 30 名、医療情報シス

テムの情報セキュリティ事案の担当者 922 名の

うち 119 名、合計 149 名が保有しており、情報

セキュリティに関する業務を担う可能性がある

医療系専門職として検証する必要があることが

確認された。 

 

2. 診療情報管理士の情報セキュリティに関す

る教育状況の調査 

診療情報管理士は、日本病院会通信教育

および日本病院会認定専門学校、大学にて統

一されたカリキュラムで養成されており、四病院

団体協議会（日本病院会、全日本病院協会、

日本医療法人協会、日本精神科病院協会）お

よび医療研修推進財団の共同で認定された資

格である。 

日本病院会診療情報管理士教育委員会が

策定した通信教育カリキュラムは、基礎 12

科目、専門 12 科目、合計 24 科目で構成され

ている。専門科目の 1 科目として、保健医療情

報学が自習時間 17 時間、授業 3 時間の 2 単

位が定められている。 

日本病院会診療情報管理士教育委員会策

定の養成テキストでは、保健医療情報学の項

目として、医療情報システムと情報セキュリティ

が設けられている。医療情報システムでは、1.

医療情報システムとは、2.病院情報システム概

論、3.部門の業務を支える情報システム、4.オ

ーダエントリシステム、5.電子カルテシステム 6.

地域医療情報システムの細項目が設けられ、

医療情報システムの特性や多施設での医療情

報連携を学習することができるコンテンツとなっ

ている。情報セキュリティでは、1.診療情報の安

全管理、2.医療情報システムにおけるセキュリ

ティ対策、3.医療情報システムの安全管理に関

するガイドライン、4.医療情報システムの安全管

理、5.診療情報管理士として実践すべき事項が

細項目として設けられ、情報セキュリティ担保に

向けたガイドラインの把握や情報セキュリティ対
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策が学習できるコンテンツとなっている。一方、

情報セキュリティ対策については、総論的、基

礎的な内容となっており、診療情報管理士の教

育コンテンツで、情報セキュリティ対策のすべて

を学習することは難しいと考えられた。 

 

Ｄ．考察 

情報セキュリティに関する業務を担う可能性

がある医療系専門職として、上級医療情報技

師、医療情報技師、診療放射線技師、臨床工

学技士に加え、診療情報管理士が候補として

挙げられた。 

診療情報管理士の教育カリキュラムとして、

医療情報システムと情報セキュリティが整備さ

れているが、情報セキュリティに対する教育は、

総論的、基本的な内容にとどまった。診療情報

管理士取得時点で、医療機関の情報セキュリ

ティ対策の即戦力になるとは言い難いが、医療

情報システムの特性を理解し、情報セキュリティ

の基本的な知識を有しており、医療機関の情

報セキュリティ対策を担う素養を持った人材で

あると言える。 

診療情報管理士が情報セキュリティに対する

資格・試験を受けることや、e-learning や実地教

育などの教育を追加で受けることで、医療機関

の情報セキュリティを担う良い人材となる。 

実際に、医療情報セキュリティ人材の配置に

関するアンケート調査では、医療情報システム

安全管理責任者につく診療情報管理士は 30

名おり、上級医療情報技師が 4名（13%）、医療

情報技師 13 名（43％）、情報処理安全確保支

援士が 1名（3%）、応用情報技術者試験が 1名

（3%）、基礎情報技術者試験が 3名（10％）、情

報セキュリティマネジメント試験が 7 名（23%）、

IT パスポートが 4 名（13％）、資格、試験を有し

ていた。また、医療情報システムの情報セキュリ

ティ事案担当者につく診療情報管理士は 119

名おり、上級医療情報技師が 4 名（3%）、医療

情報技師 29 名（24％）、情報処理安全確保支

援士が 2名（2%）、応用情報技術者試験が 7名

（6%）、基礎情報技術者試験が 9 名（8％）、情

報セキュリティマネジメント試験が 6名（5%）、IT

パスポートが 8名（7％）、資格、試験を有してい

た。各資格、試験の保有率は全体に対して著し

く高く、診療情報管理士がこれらの資格、試験

を用いて情報セキュリティ対策の知識を獲得し、

業務に活かしている状況を確認することができ

た。 

医療機関で情報セキュリティ対策に関わる診

療情報管理士の 28％が医療情報技師の資格

を保有していた。医療情報技師と診療情報管

理士は相性の良い資格で、医療情報技師の資

格の取得を推奨している診療情報管理士の教

育指定校も少なくない。医療情報技師の教育

カリキュラムを活用しながら、診療情報管理士

の情報セキュリティ教育を行っていく方法が想

定される。 

日本病院協会の診療情報管理士の通信教

育には、DPC コース、腫瘍学分類コース、医師

事務作業補助者コースといった専門分野に特

化したコースが作られている。情報セキュリティ

対策に従事する診療情報管理士を育成するた

めに、情報セキュリティコースを独自に作ること

も想定される。 

情報セキュリティ対策に関わる教育コンテン

ツの作成には一定の労力が必要であるため、

各医療系専門職が協力をしながら、教育環境

を整備していく必要があると考えられる。 

 

Ｅ．結論 

情報セキュリティに関する業務を担う可能性

がある医療系専門職として、上級医療情報技
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師、医療情報技師、診療放射線技師、臨床工

学技士に加え、診療情報管理士が候補として

挙げられた。 

診療情報管理士の教育カリキュラムとして、

医療情報システムと情報セキュリティが整備さ

れており、医療機関の情報セキュリティ対策を

担う素養を持った人材であると言える。一方情

報セキュリティに対する教育は、総論的、基本

的な内容にとどまり、情報セキュリティ対策の実

務を担うには、追加の教育や資格、試験の保

有が必要であると考えられた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

なし 

 2. 実用新案登録 

なし 

 3.その他 

なし

 


